
令和６年９月５日

松山労働基準監督署 安全衛生課

今年度のスローガンは、働く上で基本となる健康の確保を推進することによって、誰もが笑顔
で快適に働くことのできるような、愛される職場づくりを目指していくことを表しています。
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労働衛生の基本的な対策
（労働衛生の５管理）

ⅰ 労働衛生管理体制の確立
ⅱ 作業環境管理
ⅲ 作業管理
ⅳ 健康管理
ⅴ 労働衛生教育

労働衛生
の３管理

経営トップの指揮の下、
衛生管理者、産業医等を中核 とした
労働衛生管理体制を確立するとともに、
労働衛生教育の徹底による
労働衛生活動に対する正しい認識のもとで、
作業環境管理、作業管理、健康管理を
総合的に実施することが必要である

★労働衛生対策を進めるための条件！

①労働衛生の基本的な対策 ～労働衛生の５管理～‐１
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Ⅰ．「作業環境管理とは」

作業環境中の危険・有害因子の状態を把握して、できる限り良好
な状態を目指す管理であり、職場巡視、作業環境測定、個人ばく
露測定などが関係する。作業環境は、照度、温度、湿度、輻射熱、
気流、臭気、騒音、粉じん濃度、床の状態、作業者の動線、危険
作業の有無、排気装置の状態、SDS（Safety Data Sheet）交付
義務対象の化学物質の使用有無が代表的なチェックポイントであ
り、労働衛生管理のなかでは第一優先順位で考えたい管理である。

①労働衛生の基本的な対策 ～労働衛生の５管理～‐２
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Ⅱ．「作業管理」

危険・有害要因のばく露や作業負荷の軽減が図れる作業方法を定
めて、適切な実施を目指す管理である。作業時、保守・点検時、
環境改善までの一時的な措置として保護具の使用や適切な装着状
況なども含まれる。作業負荷に関係する因子には、①有害または
不快な作業環境による負荷、②重筋労働などによる負荷、③不自
然な姿勢の作業による負荷、④過重労働による疲労などの心的・
身体的負荷と、作業困難、過密作業スケジュール、⑤人間関係の
不調和などによる精神的疲労などの心的負荷がある。

①労働衛生の基本的な対策 ～労働衛生の５管理～‐３
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Ⅲ．「健康管理」

労働者個人の健康状態を健康診断結果によって就業判定し進行や
増悪防止を目指す管理である。就業判定は医学的及び労務管理的
な措置を施すことである。近年、労働者の高齢化にともない健康
保持増進対策が重要視され労働適応能力までを含めた健康管理も
重要性が増加した。健康診断は、労働者全員が対象の一般定期健
康診断、危険・有害作業従事者が対象の特殊健康診断、雇入れ時、
特定業務従事者、海外派遣及び帰国時などに実施するものがある。

①労働衛生の基本的な対策 ～労働衛生の５管理～‐４
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①労働衛生の基本的な対策 ～労働衛生の５管理～‐５

〈有害作業における健康障害の発生経路と防止対策〉
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作業環境管理
有害要因を取り除いて良好な作
業環境を確保するもの

作業管理
有害要因を適切に管理して労働
者への影響を少なくするもの

健康管理
健康診断及びその結果に基づく
事後措置など

発生経路 健康障害の防止措置

(1) 製造、使用の中止、有害性の低い物質への転換

(2) 生産工程、作業方法の改良による有害物質の発散防止

(3) 設備の密閉化、自動化、遠隔操作、有害工程の隔離

(4) 局所排気、ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙ換気等による汚染物質の拡散防止

(5) 全体換気による汚染物質の希釈排出

(6) 作業環境測定による管理状態のチェック

(7) 作業方法の改善、保護具の使用による人体侵入の防止

(8) 雇い入れ時の特殊健康診断による適正配置の確保

(9) 定期の特殊健康診断による異常の早期発見と事後措置

(参考文献)
産業医科大学産業保健学部
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① 個人事業主等の健康管理に関するガイドライン‐１

2024年５月策定
（令和６年）



特設ページ
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① 個人事業主等の健康管理に関するガイドライン‐２



② STOP！熱中症 クールワークキャンペーン‐１
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② STOP！熱中症 クールワークキャンペーン‐２
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② STOP！熱中症 クールワークキャンペーン‐３



③ 労働安全衛生関係の一部の手続の 電子申請が義務化されます
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‐１
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‐２
③ 労働安全衛生関係の一部の手続の 電子申請が義務化されます

専用ｻｲﾄへ



④ 個人ばく露測定定着促進補助金のご案内
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詳細はこちらを
ご覧ください。

◆公募期間：令和6年9月1日から10月15日まで



⑤ 安全衛生対策について個別に相談したいときは
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まとめ

18

労働衛生週間を契機に、
働く上で基本となる健康の確保について、

「こころ」と「からだ」の両面から対策を進めることで、
誰もが快適で健康に働くことができる職場づくり

を目指す取組みをお願いします。

『キーワード』

いつか・・・



ご静聴ありがとうございました。
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労働衛生旗は、衛生管理者制度が発足し、全国労働衛生
週間が催され労働衛生活動が活発になってきた昭和２０
年代の後半に、衛生管理者の中から労働衛生を象徴する
マークを求める声が出て、昭和２８年労働省が公募をし
て緑地に白十字を中央に配した労働衛生を象徴する旗が
制定された。その後、全国労働衛生週間など衛生に関す
る行事の際に掲揚されるようになりました。
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